
様式第13号（第20条関係） 

平成２８年４月２７日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 医ー食を考える健康の会 

設定課題 （学生提案枠） 

事業名 医ー食を考える健康事業 

事業の概要 

地域の伝承の薄れから、薬草となる植物について知らない人が多

い。地域の識者や書籍から情報を収集し、学祭や水の杜フェスタをは

じめとする市内のイベントでパネル展示、実演を行い、草木に対する

知識を広めることで、災害等緊急時の備えとする。 

事業費総額 74,598 円 うち交付金額 74,598 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

身近に生えている草木についての知識を冊子

として取りまとめたことで、理解を深めることが

でき、また地域との交流を深めた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（冊子作成に終始し、聞き取りやイ

ベント開催ができなかった） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 
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事業実施団体名 明治国際医療大学町の保健室 

設定課題 （学生提案枠） 

事業名 「町の保健室」事業 

事業の概要 

 日吉地域や美山地域で、介護予防教室を開催し、健康相談や血圧測

定のほか、学生が中心となったロコモ体操指導を行った。また、子育

てサークルのクリスマス会や餅つき大会にも、学生がボランティアと

して参加した。 

事業費総額 133,760 円 うち交付金額 100,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

学生が地域の高齢者や子育て世代の方々と交

流し、地域の生の声を聞くことで、将来の医療者

として地域に貢献できる力量形成につながった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 
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事業実施団体名 佛教大学みやまるしぇ応援プロジェクト 

設定課題 （学生提案枠） 

事業名 みやまるしぇ応援プロジェクト 

事業の概要 

 地域住民と都市住民の交流事業「みやまるしぇ」にて、賑わいの創

出・交流の橋渡しを行う。特に前年度の参加者の声として多かった、

「子供向けのコーナーが少ない」との声に対応し、美山産の卵で作っ

たプリンの販売やスタンプラリー等に新たに取り組む。   

事業費総額 196,653 円 うち交付金額 196,653 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

子供達もイベントに多数参加し、各取り組みで

高評価を得る等、前回開催時の課題解決に向けて

取り組み、地域と都市部の交流の一助となった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（地域の人との話し合いの機会が十

分に持てなかった。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

 


